








最近、新潟県の慢性腎不全患者の発生は数年前より年間 2-3 名と横ばいで、原疾患の大多

数が先天性腎疾患由来で後天性腎疾患によるものは殆ど経験していない(図 1)。今回、IgA

腎症に代表される原発性腎疾患由来の腎不全症例の長期経過を観察した結果、それらは小

児期では小児期では比較的腎機能が保たれており、青年期、成人領域に入って透析に導入

されていた。さらに、小児期発症 IgA腎症の青年期および成人期までの長期経過観察では

成人領域へのキャリーオーバー例は 56.5％にのぼり、腎不全進行例が 3 例、6.5％にみと

められた。


